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本インスタレーショ 。ンは、 2004年に栃木県立美術館で
開催された、 「テrイスタンスー栃木県出身作家の現在一j
という企画展に出品したものである。
「ディスタンスー栃木県出身作家の現在一」展とは、
栃木県出身者か、あるいはかつて滞在した事があって、
現在はそれぞれの距離（ディスタンス）を保ちながら栃
木県外を主な舞台に活躍をしている作家、つまり栃木県
外作家による展覧会である。 またこれは、 2000年に20世
紀の栃木県美術を回顧する「百年の物語」展、さらに栃
木県在住の作家の近作によって21世紀の栃木県美術を展
望する「千年の扉」展と併せて、 20世紀から2 1世紀へと
両世紀にまたがった栃木県美術の回顧と展望を完結する
展覧会である。
栃木県関係作家49名が出品し、その内容は平面、立体、
工芸と様々で、この三分野では捉えきれないインスタレ
ーション、アニメーション、メディアアート等現代美術
の新たな分野まで及んで、いる 。
会場となる栃木県立美術館は、川崎清の設計により、
1972年に総合型近代美術館として誕生した。その内部空
間は、いくつかのレベルで構成され、異なった表情をも
っ。そのような展示空間に加え、今回の出品作品が様々
な形態であるため、展示場所を決定するのに試行錯誤が
くり返された。 私の作品は、インスタレーションという
形態をとるため、広い空間が必要となり、二転三転したc
幸い私の作品が展覧会のポスターに採用されたため、比
較的自由に展開できる場所が提供された。その場所は、
会場の入口から入って、初めの大きな空間を経て、床の
レベルが一段落ちる次の空間に移行する個性的な空間で
ある 。 レベル差を緩やかなスロープが繋ぎ、様々な視点
から鑑賞できるスポットでもある。この利点を十分活か
した展示になるよう心掛けた。
このインスタレーションの構成要素となる造形は、
1998年に発表した“爽一つつむかたち一”から始まった
一連のシリーズの植物の爽をモチーフにしたものである。
テーマは一貫して、人間の愚行によって、環境破壊が進
み、次世代の生命が危機に瀕しているなか、マメ科の植
物が子孫である種子を“爽”で守っているように、世界
が、内部に核（種子）を持った二重構造になっている。
これが次の世代に本来の生命の情報を伝えることのでき
る“爽”である。他は、内部が空虚な言わばクローンで、
その核を持った“爽”から増殖しながら拡散してゆく 。
このことは、外観が同じ形態に見えても、中身のあるも
のは数少なく、中身のないものだけが増え続け、世の中
に氾濫しているのではないかということを暗示している。
さらには、核を持たないクローンが増え続けることによ
って、次世代の存続そのものが危ぶまれることをも連想
させる 。
これは、クローン羊をはじめとするクローンf支術や、
品質を確保するための作物の遺伝子組み替え操作のよう
に、生命の不可侵の部分にまで、人間の手が及びはじめ
たことへの警告の意を込めている。
こういっ た意図を表現するために、鑑賞者の動線を意
識して配置を考えた。 まず鑑賞者が最初に作品を自にす
る位置を正雨とし、 すべての“爽”をその方向に向ける
ことにした。 はじめに展示空間のほぼ中央に、核のある
“爽”を吊るす。そこから拡散しているようにその他の
“爽” （クローン）を配置していった。また 、 二つの床の
レベル差を繋ぐスロープからの眺めを意識して、手前は
高い位置に配し、だんだんと低い位置に拡げていった。
空間的には、それぞれの“莢”がなるべく重ならないよ
うに配置した。その結果、手前が跡、で、奥にいくほど段々
密になり、実際以上に遠近感が生まれた。
広い空間を持つ美術館での展示に耐えうるように、様々
な角度からの視線を意識し配置に気を配った。 さらに、
他の作品との関係も十分考慮し、その結果、邪魔をせず
しかし決してヲ ｜けを取らない良い空間となる展示が実現
した。インスタレーションとは、如何に空間と対峠する
かが最も重要な要素であるから、その点からも良い表現
になったのではないかと思う 。
テロや戦争、環境破壊と、人間の愚行はなおも続いて
いる。まだこのプロジェクトは、終わりを迎えられない。
に広がるあらゆる“暴力”から、次世代の生命を守るた ディスタンスー栃木県出身作家の現在ー
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